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【問合せ先】

〇 特 別支援教育推進計画に関すること

東京都教育庁都立学校教育部特別支援教育課特別支援学校係

担当 :山口、鈴木

電話 :03-5320-6757(直 通)

O 工 事計画に関すること

東京都教育庁都立学校教育部特別支援教育課施設係

担当 :吉回、熊澤

電話 :03-5320-6765(直 通)

① 設 計及び工事担当

東京都財務局建築保全部施設整備第二課建築係

担当 :森井、畑山

電話 :03-5388-2816(直 通)

説 明 会 資 料
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○計 画 概 要

○開 校 年 度

O設 置学部等

O学 校の特徴

都立東部地区学園特別支援学校 (仮称)の 設置計画

「東京都特別支援教育推進計画第二次実施計画」(平成 19年 11月 )

に基づき、旧都立水元高等学校跡地に、知的障害が軽い生徒を対象と

した高等部職業学科と肢体不自由教育部門 (小学部、中学部、高等部)

を併置する 「都立東部地区学園特別支援学校 (仮称)」を設置します。

平成 27年 度 (予定)

知的障害教育部門 高等部職業学科 (就業技術科)

24学 綱t 240名

通学対象は都内全域

小学部 口中学部 ・高等部

21学 級 65名 程度

通学対象は主に葛飾区在住の児童 ・生徒

肢体不自由教育部門

① 知 的障害教育部門と肢体不自由教育部門を併設する学校です。

② 知 的障害教育部門は卒業後に企業への一般就労を目指す生徒を対

象とした就業技術科を設置します。通学する生徒は高等部の生徒の

みとし、都内全域から公共交通機関を利用して一人通学します。

③ 肢 体不自由教育部門は、現在、都立江戸川特別支援学校 (江戸川

区本一色に設置)に 通学している、葛飾区内に在住する児童 コ生徒

が主に通学します。本計画により、葛飾区在住の肢体不自由の児童 ・

生徒の通学負担の緩和が図られます。通学はスクールバスの利用を

基本とします。



都立東部地区学園特別支援学校(仮称)改築工事計画概要について

O工 事計画概要

計画地は、新設する区道を挟み、北側敷地と南側敷地に分かれています。北側敷地に

校舎棟、南側敷地にグラウンド及び付帯施設を整備します。

また、南側敷地は、平成27年4月、都立東部地区学園特別支援学校(仮称)の仮設校舎

対応で開校を迎え、知的障害教育部門が先行開校します。その後、引き続き都立水元特

別支援学校の仮設校舎として使用するため、グラウンドの整備は、都立水元特別支援学校

が改築した後となります。

なお、旧 都立水元高等学校跡地の一部は、葛飾区の行政計画である「フィットネスパー

ク整備事業(体育館口屋外運動施設口公園)」の拡張用地並びに区道用地として、今後、葛

飾区が整備を予定しています。
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建築物の名称 都立東部地区学園特別支援学校 (仮称)

敷地の地名地番

北 側 敷 地 南 側 敷 地

東京都葛飾区

水元一丁目24番1

東京都葛飾区

水元一丁目24番4

用 途 地 域 等

( 防火 地 域)

( その 他 地 域)

第一種中高層住居専用地域、一部第一種住居地域

(法定建ぺい率 :60%<角 地緩和により70%>)

(法定建容積率 : 200%)

準防火地域

第2種 高度地域

建
築
物

の
名
称
概

要

主要用途 特別支援学校

敷地面積 15,619.03阿百 4,797.83甫

建築面積 約9,500甫

(建ぺい率約60.8%)

(仮設校舎) (グラウンド整備)

約2,200甫

(建ぺい率約45,9%)

約200甫

(建ぺい率約4.2%)

延べ面積
約23,500甫

(容積率約150.5%)

約6,600甫

(容積率約137.6%)

約200甫

(容積率約4.2%)

構  造

鉄筋コンクリー ト造
一部鉄骨造及び

鉄骨鉄筋コンクリー ト造
鉄骨造 鉄筋コンクリー ト造

基礎工法 杭基礎 杭基礎 べた基礎

階  数 4 3

高  さ 約 23. 5m 約 1 3 m 約 5 m

着 工 予 定 平成 26年 3月 平成 26年 6月 平成 32年 10月

完 了 予 定 平成 29年 3月 平成27年 3月 平成 33年 7月

建築主  1賃密|
東京都新宿区西新宿 2-8-1

東京都知事  石 原 慎 太郎

設計者  1賃密|
東京都品川区東品川2-1-1

株式会社 梓 設計 永 池雅人

1

施工者  1賃密| 未 定

北側敷地の最高高さは、体育館屋根最上部となります。
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【作業方法口危害防止策等】

1 作 業時間及び休日について

作業時間は原則として午前 8時 より午後 6時 までとし、日曜日及び祝日は作業を行

いません。

工事進行上、建物内部仕上げ作業など騒音、振動、粉塵飛散など周辺環境への影響

が軽微な作業については、時間外に実施せていただくこともございます。

なお、準備及び後片付けの時間は作業時間から除外させて頂きます。

2 工 事用車両の安全対策について

工事用車輌による事故防止のため、交通誘導員を配置し、事故防止に努めます。

3 工 事による近隣への影響ついて

・ 土埃の飛散防止のために、工事作業所の周囲には仮囲いを設け、散水養生を行い

ます。道路が汚れた場合には、適宜、清掃を行います。

・ 工事振動の発生については、法令を遵守し、振動の発生軽減に努めます。 '

・ 工事騒音の発生については、法令を遵守し、騒音の発生軽減に努めます。

4 隣 接建築物への安全管理

ご近隣の皆様方の家屋、工作物などに損傷等を及ぼさないように万全の注意を払い

ます。敷地に隣接する家屋等については、お住まいの方の承諾を得た上で、家屋調査

をさせて頂きます。家屋調査の範囲については、工事説明会にて詳細な説明をさせて

頂きます。

5 現 場管理について

工事作業所付近における適切な安全対策ならびに火災・風紀 ・衛生等の事故防止の

ための現場管理を厳正に行います。

1～ 5の 詳細については施工業者が決まり次第、より具体的な説明を致します。
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